
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校区名 男 女 計 世帯数 

小佐世保 2,187 2,479

+ 

 

3 

 

4,666 2,529 

旧戸尾 1,344 1,650 2,994 1,842 

旧光園 2,106 2,508 4,614 2,750 

 山 手 2,212 

3 

2,671 4,883 

 

2,655 

計 7,849 9,308 17,157 

 

9,776 
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 主催講座のお知らせ 

 

☆国際交流員の異文化理解講座 

日  時：11月 21日（金） 10：00～12：30 

場  所：中部地区コミュニティセンター 調理実習室 

講  師：佐世保市文化国際課 韓国国際交流員 チェ スヨンさん 

定  員：12名   材料費：500円以内（当日徴収します） 

持ち物：エプロン、手拭きタオル 

 

☆クリスマスリースパンを作ろう 

日  時：11月 27日（木） 

① 9：00～12：00  6名 

②10：00～13：00  6名 

場  所：中部地区コミュニティセンター 調理実習室 

講  師：なかよしままパン教室 永吉 亜紀 先生  

材料費：1,300円 持ち物：エプロン、持ち帰り用の容器、手拭き 

国際交流員、チェ スヨンさんに韓国の文化・料理についてお話していただきます。 

その後、作り方を教えていただきながら、皆さんでトッポギを作り試食をします。 

辛さ調節も可能です。 韓国の文化を学び、調理・試食をして韓国文化を満喫しませんか？ 

パンの生地を三つ編みし、焼く前にアーモンドとマカロン生地で模様をつけて、クリスマス

ディナーにぴったりのリースパンを作ります。また、発酵の時間を利用して、ソフトプリンも作り

ます。 ※2部制で行いますので、ご希望の時間帯をお知らせください。 

【メニュー】 

・リースパン(15㎝程度） 

・ソフトプリン 

 

・デザート 

←左記コードを読み取って申し込むか、 

お電話でお申込みください 

上記コードを読み取って申し込む
か、お電話でお申込みください。 



10月の主催講座のお知らせ ☆日本遺産について学ぼう 
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日 時 内 容 講 師 

10月 16日（木） 

10：00～11：30 

日本磁器のふるさと 
肥前のなかの三川内焼について 

佐世保市文化財課職員 溝上隼弘 さん 

10月 30日（木） 

10：00～11：30 
近代化遺産のいろいろ 佐世保市文化財課職員 松尾 秀昭 さん 

佐世保の 2つの日本遺産「鎮守府・佐世保」と「日本磁器のふるさと肥前・三川内焼」について映像を

交えた講話で詳しく学びます。この機会に私たちのまち佐世保について再度学びなおしをしませんか？ 

← 左記のコードから申し込むか、お電話 25-2360 までお申込みください。 

防犯インフォメーションラジオ放送のお知らせ 

 中部地区自治協議会青少年部会の事業として、祇園小学校・祇園
中学校・九州文化学園小学校・九州文化学園中学校の皆さんが、FM

佐世保での防犯インフォメーション収録に協力しました。 

このインフォメーションは、佐世保署と連携して作成した、高齢者対

象の防犯周知のアナウンス内容で、子どもたちの声で放送することに

より、周知効果を高め、高齢者を犯罪から救う社会貢献です。10 月か

ら半年間、ラジオ電波のみならず、インターネット放送で発信されます。 

  また、学校ごとに収録された CDは、中部地区自治協議会事務局に

ございます。貸出もできますので、各町内のイベントでも活用されてく

ださい。 

天皇皇后両陛下が体育文化館を訪問されました 

「ながさきピース文化祭 2025」の開会式出席のため、天皇皇后両陛下が佐世保市を訪問され、

ダンスグループの演技をご覧になるため、体育文化館にお立ち寄りになりました。 

その際、佐世保北高と祇園中学校の生徒、当センターの定期サークル「春望会」のメンバー（各 3

人ずつ）とお話を交わされました。 

春望会の皆さんは、当センターで 40年近く漢詩を学び、その成果をお互いに発表し、学びを深め

合い熱心に活動されている団体です。 

両陛下とお話になった春望会の重信春美さんは、「ゆっくりと優しい口調で話かけていただきまし

た。」「とても素敵な時間でした。」「最後に皇后様から、『漢詩のお勉強頑張ってくださいね』とおっし

ゃっていただきました。」とお話をしてくださいました。 

両陛下との会話は、会話を交わされた方々にとって、とても励ましのお言葉となった様子でした。 


